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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
12
月
12
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
12
月
7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日

（
月
）・
28
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
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－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
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－
6
7
0
0
－
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●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

老
年
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、

原
則
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

と
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
算
し
て

25
年
の
年
金
加
入
期
間
が
必
要
で

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
制

度
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
こ

と
や
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
25
年
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、右
記
以
外
に

も
受
給
資

格
期
間
と

し
て
見
な

す
こ
と
が

で
き
る
期

間
が
あ
り

ま
す
。そ

れ
を「
合

算
対
象
期

間
」と
言

い
ま
す
。

※「
合
算
対
象
期
間
」は
、保
険
料

を
納
付
し
て
い
な
い
の
で
、年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
生
年
月
日
に
よ
り
、
25
年
の
資

格
期
間
が
な
く
て
も
受
給
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
合
算
対
象
期
間
と
は

①
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
お
よ

び
共
済
年
金
加
入
者
の
配
偶
者

で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間

②
被
用
者
年
金
制
度
な
ど
か
ら
支

給
さ
れ
る
老
齢（
退
職
）年
金
の

受
給
者
ま
た
は
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
た
方
と
そ
れ
ら
の
配

偶
者
、
障
害
年
金
受
給
者
と
そ

の
配
偶
者
、
遺
族
年
金
受
給
者

で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間

③
学
生（
夜
間
制
、
通
信
制
を
除

く
）で
あ
っ
て
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

④
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま

で
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
方
、

ま
た
は
永
住
許
可
さ
れ
た
方
の

海
外
在
住
期
間
と
取
得
・
許
可

前
の
昭
和
56
年
12
月
ま
で
の
在

日
期
間

⑤
日
本
人
で
あ
っ
て
海
外
移
住
し

て
い
た
期
間

⑥
国
民
年
金
の
任
意
脱
退
の
承
認

を
受
け
て
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
に
な
ら
な
か
っ
た
期
間

⑦
国
会
議
員
や
地
方
議
員
で
あ
っ

た
期
間
の
う
ち
該
当
す
る
期
間

⑧
昭
和
61
年
3
月
31
日
以
前
に
厚

生
年
金
や
船
員
保
険
の
脱
退
手

当
金
を
受
け
た
期
間
、
ま
た
は

共
済
組
合
の
退
職
一
時
金
を
受

け
た
期
間

⑨
厚
生
年
金
保
険
や
船
員
保
険
の

被
保
険
者
お
よ
び
共
済
組
合
の

組
合
員
期
間
の
う
ち
20
歳
未
満

ま
た
は
60
歳
以
上
の
期
間

※
任
意
加
入
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
強
制
加
入
対
象
外
に
希

望
す
れ
ば
加
入
で
き
た
期
間

※
①
か
ら
⑦
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
期
間
に
限
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
4
月
か
ら
障
害
基
礎

年
金
は
、
厚
生
老
齢
年
金
や
遺
族

厚
生
年
金
、
退
職
共
済
年
金
、
遺

族
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
1
つ
と

併
給
で
き
る

よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
の
条
件

を
満
た
し
、

何
も
手
続
き

を
し
て
い
な

い
方
は
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
、
老
齢
基

礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
る
方

・
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年

金
の
受
給
中
ま
た
は
資
格
の
あ

る
夫
が
亡
く
な
っ
た
方

※
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
期
間
は
、

1
つ
の
年
金
受
給（
選
択
）と
な

り
ま
す
。

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
で

　
　

60
歳
以
上
の
方

も
う
一
度
確
認
を
！

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い

　
　

65
歳
以
上
の
方

も
う
一
度
確
認
を
!
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

「
日
高
地
区
の
現
状
と
課
題
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た

﹁
地
区
構
想
﹂の
策
定
に
向
け
て
③　
　

　

8
月
に
発
生
し
た
台
風
9
号
に

よ
り
、
固
定
資
産
税
の
減
免（
10

月
10
日
発
行
の
市
広
報
紙
に
掲

載
）の
対
象
と
な
る
被
害
を
受
け

た
方
に
は
、
10
月
末
に
申
請
書
類

を
発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
書
類

が
届
か
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
減
免
範
囲　

平
成
21
年
度
第
3

期
・
第
4
期
分
の
固
定
資
産
税

（
平
成
21
年
8
月
9
日
以
後
に

納
期
限
の
到
来
す
る
平
成
21
年

度
分
の
税
額
）

▽
要
件

・
土
地
⋮
当
該
土
地（
農
地
、
宅

地
の
ほ
か
、
現
に
使
用
し
て
い

る
駐
車
場
な
ど
）の
面
積
の
2

割
を
超
え
る
被
害
が
あ
っ
た
と

き
※
土
地
の
被
害
と
は
、
流
失
、
埋

没
、
ま
た
は
冠
水
の
た
め
、
ご

み
が
堆
積
し
、
使
用
不
能
、
作

付
不
能
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い

状
態
を
言
い
ま
す
。

・
家
屋
⋮
当
該
家
屋
の
価
格
の
2

割
を
超
え
る
被
害
が
あ
っ
た
と

き

・
償
却
資
産
⋮
当
該
償
却
資
産
の

価
格
の
2
割
を
超
え
る
被
害
が

あ
っ
た
と
き

▽
減
免
率　

4
割
〜
10
割（
被
害

程
度
に
応
じ
て
）

▽
申
請
期
限　

12
月
18
日（
金
）

《
問
合
せ
》
税
務
課
資
産
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
6
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

▲水没後の畑

台
風
9
号
災
害
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
免

　
「
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

が
4
月
に
発
足
し
て
か
ら
、
7
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

先
進
地
視
察
研
修
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、
ま
ち
歩
き
、
5

回
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
開
催
に

よ
る
活
動
を
通
じ
、
地
区
の
現
状

と
課
題
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
て
、
都
市
計
画
と
し
て

の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
や
方
針

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

■﹁
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
﹂

の
活
動
経
過

○
9
月
9
日　

第
4
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告

・
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
10
月
15
日　

第
5
回
日
高
地
区

ま
ち
づ
く
り
会
議

・
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

発
表
・
意
見
交
換
・
取
り
ま
と

め
○
11
月
1
日　
「
日
高
福
祉
ま
つ

り
」に
資
料
展
示

■
﹁
日
高
地
区
の
現
状
と
課
題
﹂

の
主
な
も
の

・
農
地
の
休
耕
地
や
放
棄
地
が
多

い
・
宅
地
化
さ
れ
た
土
地
で
の
利
用

地
が
多
い

・
用
途
地
域
の
検
討
が
必
要

・
堤
防
の
未
整
備
箇
所
が
あ
る

・
防
火
水
槽
が
少
な
い

・
歩
道
が
な
い
主
要
道
路
が
あ
る

・
道
路
が
狭
い

・
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
が
必

要
・
公
園
の
新
設
や
跡
地
利
用
が
必

要
・
都
市
下
水
路
の
延
長
が
必
要

・
公
共
施
設
の
有
効
利
用
が
必
要

・
防
犯
灯
や
街
路
灯
が
少
な
い

・
ビ
オ
ト
ー
プ
・
花
の
基
地
・

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
あ
る

・
円
山
川
や
稲い
な

葉ん
ば

川が
わ

の
景
観
が
良

い
・
花
壇
が
あ
り
、
花
が
い
っ
ぱ
い

・
空
き
店
舗
や
空
き
家
が
多
い

・
住
居
数
や
人
口
が
減
少
し
、
少

子
高
齢
化
し
て
い
る

・
鳥
獣
被
害
が
多
い

　

市
で
は
、今
年
度
か
ら
、小
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
範
囲

を
対
象
に
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
で
い
る「
日
高
地
区
」の
取
組
み
に
つ
い
て
、2

カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
23
－
1
7
1
2

▲日高福祉まつり（資料展示）
▲第５回まちづくり会議（意見発
表）

▲住宅に土砂流入


